第１回揚輝荘活用検討会　開催概要
テーマ「揚輝荘の活用について」
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日時：2011年9月16日（金）18：30～20：40

場所：揚輝荘伴華楼　1Ｆ応接室

出席者：24名（事務局含む）
記録作成：エルイー創造研究所

進行：川本直義（エルイー創造研究所）

エルイー創造研究所が作成した揚輝荘活用基本計画（案）をもとに意見交換を行った。主な意見は、以下のとおりである。
○　施設活用の方向性について

　・厳選された質のよい場所とし、ステータスを持たせていきたい。

　・静かな住環境を壊さないまちづくりを展開していくとよい。
・商店街や日泰寺と連携できるといい。
○　各箇所の活用計画及び料金について
＜聴松閣＞

　　・常設展や企画展を行う。
　　・有料がよい。

　＜座敷＞

　　・地域文化の創造支援の貸室とし、企画展示などにも対応する。時間貸しだけでなく、柔軟な部屋貸しのルールがあるとよい。

　＜伴華楼＞

　　・2Ｆの茶室は、文化財に指定されているので特別観覧やお茶会等（貸室）の限定的な用途利用のみに対応していきたい。有料がよい。
　　・鈴木禎次をはじめとした、近代名古屋を支えた建築家の資料展示のコーナーがあるのはよい。
　＜庭園＞
　　・北園の庭は整備後、有料にして維持管理をしっかり行い、質を高めた方がよい。

・有料にすると維持管理が大変になるので、無料でよいのではないか。

・北庭園は有料・無料に関わらず入場者のチェックが必要。

　　・北園の池の水をきれいにするべきである。

　　・南園の庭は、聴松閣の入場料に含むほうがよい。

　　・南園土蔵は、できる限り保存し企画展等に使用するとよい。

　＜その他＞
　　・受付を、北園と南園一体にするか別にするか決める必要がある。
　　・北園の受付は、現在あるテントの位置とするのがよい。

　　・建物見学者へのアンケート調査では、北園と南園合わせて500円が適切という意見が多い。
・貸室をよく利用する人は年間パスポートを利用してもらうとよい。

○　展示について

・展示題材は、名古屋のために活躍した祐民氏の紹介は必要で、揚輝荘の成立ち、近代名古屋の発展などを展示するとよい。
　　・資料は現物ではなく、レプリカやコピーなどの展示を中心とし、展示品のための特殊な空調設備等は設けないでよい。

・資料が不十分であるので、充実させるべきである。

・他施設では模写ワークショップ等参加型イベントが好評で集客がよかった。

＜次回検討会＞　

日時：2011年10月19日（水）　18：30～20：30
場所：揚輝荘伴華楼　1Ｆ応接室
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